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ヶ月時点での cerebral performance category が1 もしくは2の症例とした。 










人 (22.9%)、非ECPR施設で28/330人 (8.5%)であり、粗リスク比 2.70 (95%信頼区間
1.73 to 4.19) , 粗リスク差 14.4% (95%信頼区間7.7% to 21.1%)であった。傾向スコア
解析では、調整リスク比 2.01 (95%信頼区間 1.31 to 3.09), 調整リスク差 9.7% (95%信































に ECPR 導入が可能な施設とした。ECPR 施設に搬送される確率を傾向スコアとして
推定し、 inverse probability weightingを用いて解析した。その結果、ECPR施設への
搬送と神経学的予後良好は関連しており、調整リスク比 2.01 (95%信頼区間 1.31 to 






  したがって、本論文は博士（ 社会健康医学 ）の学位論文として価値あるものと
認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和 元 年 12 月 16 日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
